


北九州市子どもを
虐待から守る条例の
全文はこちらから

子どもへの体罰は法律で禁止されています







生きる権利 育つ権利

参加する権利守られる権利3 . 4 .

2 .1 .

家庭、学校、地域などあらゆる場面で自由
に意見を表明できること。適切な情報提
供等の支援を受けること。

あらゆる種類の虐待や搾取などから守ら
れること。
障害のある子どもや少数民族の子どもな
どは特別に守られることなど。

防げる病気などで命を奪われないこと。
病気やけがをしたら治療を受けられるこ
となど。

教育を受け、休んだり遊んだりできること。
考えや信じることの自由が守られ、自分
らしく育つことができることなど。



その後の適切な関わりや周囲の支援により、悪影響を回復し、あるいは課題を
乗り越えて成長することも報告されています。社会全体で、子どもが安心できる
環境を整え、早期に必要なケアを行うことが重要といえます。

参考：厚生労働省　「体罰等によらない子育てのために」

出所：北九州市立大学 地域創生学群 寺田千栄子ゼミにて作成

●子どもの成長・発達に悪影響を与えることが、科学的にも明らかになっています。

●体罰は、しばしばエスカレートし、取り返しのつかない身体的外傷に至る
ことがあります。

●子どもは恐怖心から一時的に言うことを聞くかもしれませんが、何が悪い
のかを理解できず、根本的な解決がなされないまま、問題が悪化していく
ことになります。

心身の不調

乳児期 幼児期 学齢期 思春期 大人

精神的な問題の発生

行動面での課題

親子関係の悪化

攻撃性の増加

夜泣き・眠れない・眠りが浅い・頭が痛い・
お腹が痛い など

感情のコントロールが難しい・落ち着きがない・
自傷行為 など

集中力が続かない・好奇心や意欲の低下 など

自分の気持ちを表現するのが難しい・
怒りっぽい など

落ち着いて話が聞けない、約束が守れない など

対人的関係性の構築が難しい など

恐怖心・屈辱感・無力感・劣等感・
基本的信頼感の欠如 など

子どもの年齢や特性等

保護者自身の工夫

保護者の心配事や負担感、孤独感等

保護者のこれまでの体験や周囲の言動等



子どもの気持ちや考えに耳を傾けましょう

子どもが言うことを聞かない理由を考えてみましょう

子どもの年齢、成長・発達に応じた対応を心がけましょう

叱らなくてよい環境づくりを考えてみましょう

注意の方向を変えたり、子どものやる気に働きかけましょう

「走らない」と怒鳴るのではなく、「歩こう」などと肯定的に声掛けする
（片づけをしないときなど）一緒に片付ける
挨拶など自分の行動で子どもにお手本を示す

子どもが選べるように、複数の選択肢を提示して
みましょう

肯定文でわかりやすく、時には一緒に、お手本に

良いこと、できていることを具体的に褒めましょう



通告の際は、子どもの氏名、年齢（生年月日）、住所、虐待の内容、子どもの様子、
保護者や家族の状況などをわかる範囲で構いませんので、教えてください。

◦殴る、蹴る、たたく
◦戸外にしめ出す
◦激しく揺さぶる
◦あざ・やけどなど
の外傷を負わせる

など

◦子どもへの性的
行為
◦性的行為を見せる
◦ポルノグラフィの
被写体にする

など

◦言葉の脅し、無視
◦きょうだい間での
差別的扱い
◦子どもの目の前で
行う家族に対する
暴力や暴言（面前
DV）

など

◦適切な食事を与えない
◦ひどく不潔にする
◦乳幼児を家や車に放置
する
◦子どもの意思に反して
学校に登校させない
◦重い病気でも病院に連
れて行かない　　 など







監修：公立大学法人北九州市立大学  基盤教育センター・地域創生学群  寺田千栄子准教授
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